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●安藤夫妻が遺した ｢安藤記念教会｣は束京都港区元麻布の高台に大正時代の教会建
築の美しい姿で現存している

1930年 (昭和 5年)

く79歳) 
大子町に銅像建立される 

●石井栄次郎､神永秀介両氏の提唱で数多くの有志の協賛により､十二所神社に隣接
する大子小学校の校庭に建立された

●制作者は､著名な彫刻家大熊氏贋氏｡ (靖国神社の大村益次郎像を制作｡3 5年前
に正がバーモント大学へ贈ったビリングス氏像も制作した)

●台座には､正が水郡鉄道期成同盟会の役員と鉄道院に陳情 し､地殻が認められたと

きに詠んだ歌､ ｢国の為め 鉄をもとかす 真心に なそ (ぞ)ならさ (ど)らん

くろか (が)ねの道｣が刻まれている

●参会者には､石井良一 (石井栄次郎氏長男)著 F微光八十年』 (正の伝記)が贈呈
された 

●銅像は戦時中供出され､現在は台座のみが残っている

1933年 (昭和8年) 
(82歳) 

東京 ･三田の自宅にて死去

●東京 ･青山墓地に眠る｡後に東木魚に分骨さる

1934年 (昭和9年) 水郡線全線開通

1943年 (昭和 18年) 妻徳子死去 (67才)

1951年 (昭和26年) 根本正生誕 100周年式典開催 (主催 ･五台村)

1966年 (昭和 41年) ｢光をかかげた人一根本正伝｣出版さる

●編集者 桑野千代氏 
●出版社 日本基督教婦人矯風会.出版部
●禁酒同盟､婦人矯風会で生前正夫妻と親交のあった7名の方々が正の業績､人柄を
回想したもの

1969年 (昭和44年) 大子駅前に銅像建立さる

●大子駅開通40周年を記念して再建された 
●碑文には､ ｢高遇 (こうまい)な識見と稀世 (きせい)の実践力を併せ持ち､凶を
憂い郷土を愛した根本正の英資を万人が仰ぎ得ることとなった｣と記されている

1971年 (昭和46年) ｢郷土史にかがやく人々｣に取り上げられる

●茨城県の先覚者41名の伝記●｢人間のための政治をつらぬいた根本正｣として佐藤次男氏 (現根本正顕彰会顧問)
が執筆された

●発行者は青少年育成茨城県民会議

1995年 (平成7年) ｢根本正伝 (未成年者飲酒禁止法を作った人)｣出版される

●著者 加藤純二氏｡ (現根本正顕彰会顧問)
●氏は仙台市の内科開業医

●執筆のきっかけは､1 988年 (昭和6 3)に発行された ｢88.66キャンペーン*｣と題
したパンフット (｢青少年を酒たばこの害から守る｣青少年育成Bl民会議)であっ
たと述べておられる 

*1988年は､未成年者喫煙､飲酒禁止法制定からそれぞれ88年､6 6年に当たる

●正の生涯､精神､業績を時代背岩や人的交流も交えて興味深く紹介されている

1997年 (平成9年) 根本正顕彰会発足 

● ｢なかなか塾｣ (平成8年8月発足 ･初代塾長は高畑精一氏)に平成8年11月､｢根本 ●
正調査 ･顕彰委員会｣設置 

●平成9年4 月､根本正顕彰会設立準備会発足 
●平成9年10月､根本正顕彰会発会式 
●平成10年3月､臨時総会開催 ･規約､役員決定､会員数58名

1998年 (平成 10年) ｢生誕地の碑｣建立 (10月 ･那珂町素木倉)

2001年 (平成 13年) ｢根本正顕彰碑｣建立 (10月 ･那珂町中央公民館向い)
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